
 
 
 

                                                               

 
 
 

１．はじめに 

近年、住宅問題はメディアでもしばしば取り上げられている。中でも欠陥住宅

や、悪徳リフォーム、耐震偽造については多く指摘されている。このような問題

を解決するための一つとして、家を造るユーザーが、業者に任せてしまうのでは

なく、自分で確認する姿勢をもつことが重要だと考えられる。 
 
 
 

 
 

そこで、一般の人も簡単に利用することができ、自分の目でチェック 

しながら建てることができる「チェックリスト」を活用することが良い。 

しかし、既存する「チェックリスト」には解らない用語や、 

確認すべき基準値等が定められていないことが多い傾向にある。 

 

 

 

 

２．調査方法 

住宅情報の背景を知る  
 

既存するチェックリストを収集する  
 

既存するチェックリストの特徴を分析する  
 

住宅購入者に対する意識調査（アンケート調査）  
 

アンケート調査の結果から今後のチェックリストの在り方を見出す  
 

チェックリストの作成  
 

提案したチェックリストの評価  
 

チェックリストの手直し  
 

チェックリストの最終提案  
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

３．住宅の現状 

近年の住宅問題として「欠陥住宅」・「悪徳

リフォーム」・「耐震偽造」などの社会問題は

あるが、基本的な構造安全性についてはここ

数年数多く発生している大地震の影響も少な

くない。 

1995 年に起きた阪神淡路大震以降、鳥取、

福岡、新潟等でも数多くの死傷者を発生する

地震が起こっている。 

また近年では東海地震、東南海地震、南海地震、首都直下地震など、巨大地震

の発生も懸念されている。 

さらには豪雪、風水害による住宅被害などもあり、ユーザ

ーの安全意識に影響を与えているものと考えられる。 

しかし、住宅生産の現状を調査した結果、建築物の着工床

面積は、1.674 平方メートル(対前年同月比 1.8％増)で、新

設住宅着工戸数は、125.343 戸(対前年同月比 8.3％増)と 4

ヶ月連続で増加している。（平成 17 年 8 月現在） 

このように増え続ける住宅が、どのような性能レベルをも

っているのか、あるいは自宅にどの程度の性能を期待するの

かといった問題について、ユーザーが詳しく理解し、判断す

る責任が必要となりつつある。 

４．既存のチェックリストの分類と比較、分析 

 まずは既存のチェックリスト（14 資料）を分析した。項目内容で多くのチェッ

クリストに記載されていた項目は、「基礎について」「日当たり」「間取り」「構造」

「立地環境」である。さらに文献 2 による「住宅選定要素 59 項目に対する重要

度合と情報必要度合」の結果と照らし合わせて分析した。その結果、チェックリ

ストの内容は、ユーザーが確認したい内容とほぼ一致していた。そのため、大枠

としての方向は問題ないと考えられるが、用語の統一が無いこと、誤解するよう

な表現の項目があるもの、漠然としていて、具体的に何をチェック出来るのかわ

かりにくいものなどがあった。比較表の一部を表１に示す。 
表１ 既存のチェックリスト比較表(一部抜粋) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ユーザーにとって解りやすいチェックリストを作ること
本研究の目的 

 
     

提案チェックリスト１部抜粋 

    
 
 

     

 

玄 関 は 防 犯 面 、 間 取 り か ら 適 切 な 位 置 に あ る か

玄 関 （ 出 入 り 口 ） の 幅 は 十 分 な 広 さ が あ る か

玄 関 の 靴 や 傘 を 入 れ る 収 納 部 分 に ゆ と り が あ る か

玄 関 の 段 差 （ ド ア 枠 と か

玄 関 の 土 間 と 廊 下 の 床 （ 上 が り 框 【 カ マ チ 】 ） の 高 さ
は 高 す ぎ な い か  

床 は き し ま な い か

幅 は 狭 く な い か  

手 す り が あ る 場 合 、 握 り や す い 高 さ か

壁 と 床 ・ 天 井 に 隙 間 が な い か

開 口 部 が 建 物 の コ ー ナ ー 部 分 に き て い な い か

庭 に コ ン セ ン ト 、 水 道 設 備 は あ る か

玄 関

対 象 と な る 部 屋 チ ェ ッ ク 項 目

廊 下
（ 一 階 も 二 階 共 通 ）

第 一 項 目

チ

ェ
ッ
ク
欄

第 二 項 目

外 回 り

 ★

 ★

★

★

★

 ★

★

外 の ポ ー チ ） は 大 き く な い

建 物 の 壁 に ヒ ビ は 入 っ て い な い か  

① 道 路 か ら 覗 か れ る な ど の プ ラ イ バ シ ー 上 の 問 題 は な い か
② 子 供 が 直 接 道 路 に 飛 び 出 す 危 険 性 は な い か
③ 全 体 の 間 取 り と し て 適 切 な 位 置 に あ る か （ 玄 関 か ら 内 部 の 部 屋 の 様 子 が 丸
見 え に な る な ど ）

幅 は 、 内 法 80㎝ が 標 準 。

靴 箱 は 、 家 族 １ 人 当 た り 1 0足 程 度 は 入 れ ら れ る と よ い 。 さ ら に 、 傘 を 家 族 人
数 分 入 れ ら れ る ス ペ ー ス が 必 要 で す 。

差 は 、 ３ ～ ５ セ ン チ が 標 準 。

高 さ は 、 １ ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ が 標 準 。

床 全 体 を 踏 み し め て み る こ と 。

約 ８ ０ cmが 目 安 。 車 椅 子 を 使 用 す る 場 合 は 90㎝ 以 上 に す る こ と が 望 ま し い

手 す り は 床 か ら 75～ 80㎝ の 間 が 高 齢 者 に は 握 り や す い 高 さ で あ る 。

部 屋 全 体 を 見 て 、 気 に な る 隙 間 は み ら れ な い か 。 本 来 （ 新 築 ） は ほ と ん ど 隙
間 は な い も の で あ る 。 基 本 的 に １ ㎝ 以 上 の た わ み が あ る 時 は 、 専 門 家 に 問 い
合 わ せ を す る こ と 。

ヒ ビ は 2～ 3㎜ 以 上 だ と 、 危 険 で あ る 。 ヒ ビ を 見 つ け た 場 合 は 、 直 ち に 専 門 家
に 問 合 せ を す る こ と 。

も と も と 建 物 は コ ー ナ ー 部 分 に １ 本 １ 本 柱 が 入 っ て い る も の で あ る が 、 コ ー
ナ ー が 開 口 部 に な っ て い る と 、 柱 が 入 っ て い な い 事 に な る た め 、 構 造 的 に 弱
く な い か 等 を 考 え る こ と 。

は 絶 対 必 要 で は な い が あ る と 便 利 で あ る も の な の で
た い 。

ど の 程 度 か と い う 具 体 的 な 目 安

コ ン セ ン ト
認 し て お き

、 あ る か を 確

第 三 項 目

① ② ③ と も 暮 ら し て み た 場 合 に は 重 要 な 要 素 。 た だ し 、 判 断 が 難 し い 場 合 に
は 、 専 門 家 、 あ る い は 第 三 者 に 相 談 す る こ と が 望 ま し い 。

将 来 車 椅 子 を 使 用 す る と き に 一 番 必 要 と さ れ る こ と で あ る 。 ○ ○

各 自 の 靴 が 入 る か を 確 認 し て お く こ と 。

車 椅 子 な ど を 利 用 す る に は 段 差 が な い も の を 理 想 と す る 。 ○ ○ ○

住 ま い 手 に 高 齢 者 が い る 場 合 は 本 人 に 確 認 す る こ と が 望 ま し い 。 ○ ○ ○

き し み が 気 に な る 場 合 は 専 門 家 に 相 談 す る こ と 。

将 来 車 椅 子 を 使 う こ と も 考 慮 に 入 れ て 考 え る と よ い 。 ○ ○ ○

○ ○

住 ん で い る う ち に た わ み で 隙 間 が で き る 時 も あ る 。 中 古 の 時 は 注 意 す る こ
と 。

○

ヒ ビ に な っ て い た 場 合 、 ヒ ビ が 入 っ て い る 場 所 か ら 、 中 の 鉄 筋 が 錆 び た り す
る こ と が あ り 、 構 造 の 弱 く な る 原 因 に な る 。

○

耐 力 上 有 効 な 壁 が 必 要 に な っ て く る 。

必 要 な 指 示

品
確
法
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準
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基
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ハ
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ト

ビ
ル
法

　 住 宅 の コー ナ ー 部 分 とは 、○ が 付 い て い る よ うな 場
所 で あ る 。コ ー ナ ー が 開 口 部 に な っ て い る と構 造 上
住 宅 が 弱 くな っ て し ま う恐 れ が あ る 。

 
                                                                    右パネル続き→ 

でも… 
住まい手が住宅の性能を自分

で確認することは、専門的すぎ

て難しいという問題点が・・・！

動線の並

びにする 

解りにくい表現の説

明を絵や写真で表す。

第三項目に基準値が記載されてい

ることを★表す。 

法規との整

合性を示す。 

ユーザーが

読めないと

考えられる

専門的な用

語にはフリ

ガナを明記 

第三項目には、基準値や、

確認方法を明記する。 

第一項目
項目の大まか
なタイトル

第二項目 第三項目 備考欄 資料１ 資料２ 資料３ 資料４ 資料５

廊下の幅は狭くないか。 約８０cmが目安。
　
○

○
(内法で80cm以上がよい)

ベランダの広さは十分か。奥
行きは９０cm以上あるか。

　
○

室内に段差はあるか。
２～３cm以上の段
差は危険である。

　
○

　
○

　　　○ 　　○

玄関・廊下・
浴室・トイレな

ど
住み心地

第一項目(対象となる部屋)、第二項目

(チェック項目)、第三項目(目安)、ま

た、備考欄に分けて説明をする。 
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分析結果より、下記のポイントが改善内容として挙げられる。 

ユーザーにとって専門用語が多いため、解らない用語に説明や絵、または写真

が入っている方が間違いも少なくなり、理解できるようになる 

１つの項目に対して、基準値を明確に示すことで、チェックしてＯＫなのか否

かがわかりやすくなる 

チェックリストのデメリット 
既存のチェックリストのなか

には、作成会社に都合のよい内

容も多く、信用出来るのか不安

になる。

項目のチェック内容を具体的な方法まで明記することで、ユーザーが自分でチ

ェックしやすいものになる 

この３つの特徴や、分析結果を提案するチェックリストにいかすことにす

る。 

５．住宅購入者の意識調査 
 次に、チェックリストを活用するユーザーの住まい購入等に対する意識、業者

について、調査した。 に対しての考え等

 
 

 

 

 

主な調査対象は家を建てた経験者と考え、「過去５年以内に家を建てた人」とし

た。さらに建てる前の段階では知識がどの程度かを把握するため、「現在家を建て

ている人、建てようと考えている人」も追加で対象とした。調査内容は、既存の

チェックリストの分析時に抽出した疑問点（28 項目）に対する意見としている。

チェックリストの活用状況（利用度）を調べた

結果を図２に示す。 

チェックリストを使った人は全体の約６％

であり、存在を知らないと回答した人が 70％

を占めている。インターネットや住宅情報雑誌

等の身近な媒体で容易に入手出来るチェック

リストではあるが、認識が少ないため、家を建

てる段階で自ら確認するという意識が少ない

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またチェックリストのメリットとデメリッ

トに関する意見では、上記のような回答もあ

る。チェックリストの公平な判断が見えにく

い点はユーザーに不安となる。そのため、法

規などの内容も含め、基準値や判断基準とな

る具体的な指標の明記も必要である。ユーザ

ーが住まいを建築する段階で疑問が発生した

際の解決方法について質問した結果を図３に

示す。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業者のみに聞いて解決する人が、約半数で、業者のみに頼らず、自分で調べる

と回答した人は、17％で、大半の人が、業者を信用し、自己責任の意識が薄いと

考えられる。なお、意識が高い回答者の中には、「住宅に詳しい、第三者に聞く」

という回答も得られた。 
   このような結果を踏まえて、判断基準も明確に示すことにする。 
 

   ６．チェックリスト作成と評価 
 既存のチェックリストの問題点と特徴、ユーザー意識の調査結果より、チェッ

クリストを作成した。ユーザーが確認しやすいように、項目内容の並びを工夫し、

チェックリスト項目には基準値や、確認方法を記載した。また、解りにくい言葉

や専門用語の部分には、写真の記載や備考欄で注意点を明記する。さらにチェッ

クリスト内容との法律と整合性についても記載する。詳細は記のチェックリスト

一覧表で説明を行う。さらにこのチェックリストを、ユーザー側の視点で「解か

りやすい文章か」「解かりやすい言葉遣いか」等を評価してもらった。 
アンケート対象者(2005 年７月実施) 

①過去５年以内に家を建てた人 

②今家を建てている人 

③家を建てようと計画している人

 

 

 

 

 

 

評価対象者(2005 年 12 月実地) 
・ 建築の知識を持っている 
・ ユーザーの考えもわかる 

文化女子大学住環境学科の学生 

結果を踏まえ、改善したチェックリストの一部を以下の表に示す。 

７．チェックリストの使い方、作り方 

知らなかった

知っていたが使わなかった

使った

図２ チェックリスト利用度

改善したチェックリストは、ユーザーの使い勝手に応じて調整出来るよう、エ 

クセルデータとして巻末に添付した。ここにはすべての情報が記載されており、

ユーザーは必要な部分以外を削除して利用すればよいものである。また、室数に

応じてチェックする場所は異なるが、このようなことにもコピー等で対応出来る。 

作り方を図 4 に示す。これにより、ユーザーは自分仕様のチェックリストを入 

８．おわりに 

住まい手は、自分の家の性能を専門家任せにせず、できる範囲は自ら確認する

ことが必要である。これを実現するため、使いやすい「チェックリスト」を提案

した。これを利用することで、家のつくりに対する意識が高まり、住宅のトラブ

ルを事前に防ぐ対策のきっかけの一つとなることを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックリストのメリット 

家を建てる道筋・セオリ-的な

ものが見えたこと 

業者のみ

業者＋自分

他

無回答

図３ 疑問の解決方法

 
     

提案チェックリスト１部抜粋 

    
 

      

 

○くつずり（ドアの下枠）と玄関外側の高低差は2㎝以
下、くつずりと玄関土間の高低差は5㎜以下とする。

○上がり框は18㎝以下とし、やむを得ない場合は式台を
設置する。設置できるスペースを設け、土間と式台との
段差及び式台と上がり框の段差を各18㎝以下とする。

○内法78㎝以上（柱の存在する部分がある場合は、内法
を75㎝以上）とする。

○床及び梁のたわみ量がスパンの1/250以下であ
ること。（床の長さ÷250の数値より小さい数値
のたわみの大きさでないといけない。）

住宅の規模のみならず性能の向上、住宅の価値よって誘
導し得る金利体系に関する法律

建物の最低基準を示した法律

建築基準法 金融公庫基準

○車椅子使用者が地上に行くために利用する
出入り口（玄関、居室から、駐車場から）の
１つの幅は内法を80㎝以上とする。

○⑤：有効幅員（突起物を省いた内法寸法）80㎝以上
③④：有効幅員75㎝以上
①②：規定なし

○車椅子使用者が通過する際に支障となる段
を設けないこと。

○②～⑤：高低差2㎝以下
①：規定なし

同上
○④⑤：11㎝以下（接地階においては18㎝、踏み段を設ける場合36㎝以
下）
①～③：規定なし

○幅は内法を85㎝以上とする。
○⑤：有効幅員が85㎝以上
②～④：有効幅員が78㎝以上
①：規定なし

傾斜路には手すりを設けること。
○腰壁等の高さが65㎝以上80㎝未満の場合は、床面から80㎝以上の高さ
に設けること。腰壁の高さが65㎝未満の場合は腰壁等から80㎝以上の高
さに設けること。

○レベル③仕上げ材と構造材にまたがった幅0.5㎜以上のヒビ割れ
錆び汁を伴うヒビ割れ
レベル②仕上げ材と構造材にまたがった幅0.2以上0.5㎜未満のヒビ割れ
レベル①レベル2,3に達しないヒビがあること

高齢者や身体障害者が日常生活を円滑に利用
できる建築の促進に関する法律

住宅の品質確保の促進に関する法律

品確法
（1～ 5段階評価：1が病状が軽い人、5が病状が重い人）

ハートビル法

 
←左パネル続き                       文献 2：中島三知代：居住者が期待する住宅の要求性能及び表示方法に関する研究-東京近郊在住者を対象としたアンケート調査の分析-文化女子大学造形学部久木ゼミ 2005 年 3 月  

 

法律との整合性の詳細について明記することにした。 

法律は、「建築基準法」「金融公庫基準法」「ハートビル法」「品確法」を採用する。

内容については、法律で定

められている、基準値を明

記されたものを示す。 

図 4 チェックリストの作り方
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性 を 表 し た も の

④ ５ つ の 和
室 と 洋 室 が
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る よ う に コ
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⑤ 必 要 の
な い 項 目
を 削 除 す

る
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す る た め 、 コ
ピ ー を す る 。

① 灰 色 の 必 要 と
し な い 縦 欄 す べ
て を 削 除 す る

手出来る。 
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が あ る か 確 認

す る



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


